
63 土地改良　285号

電
流
量
：
３
・
６
㎥
／
ｓ
（
か
ん
が
い

期
）、２
・
０
㎥
／
ｓ
（
非
か
ん
が
い
期
）、

④
最
大
出
力
：
70
・
８
kWh
以
上
（
最
大

流
量
３
・
６
㎥
／
ｓ
）、⑥
有
効
電
力
量
：

４
３
５
MWh
（
利
用
率
95
％
）、
⑦
設
備

利
用
率
：
73
・
９
％

六
．
小
水
力
発
電
設
備
導
入
の
効
果

売
電
収
入
の
充
当
範
囲
は
、
①
発
電

施
設
の
運
営
経
費
及
び
②
共
用
施
設
の

維
持
管
理
費
に
加
え
、
③
発
電
事
業
者

で
あ
る
土
地
改
良
区
が
管
理
す
る
土
地

改
良
施
設
全
体
の
維
持
管
理
費
に
も
充

当
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
揖
西
発
電
所
は
、
平
成
27
年
３

月
よ
り
本
格
運
用
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
以
降
、
西
濃
用
水
土
地
改
良
区
連
合

が
管
理
す
る
土
地
改
良
施
設
全
体
の
維

持
管
理
費
の
節
減
に
役
立
つ
も
の
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
農
村
地
域
に
豊
富

に
賦
存
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
削
減
を
併
せ
て
行
う
こ
と
等
、

農
村
地
域
の
新
た
な
価
値
の
創
出
や
活

性
化
を
図
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

七
．
お
わ
り
に

本
地
区
で
は
、
西
部
分
水
工
に
お
け

る
小
水
力
発
電
設
備
の
ほ
か
、
揖
東
西

郡
分
水
工
（
揖
東
幹
線
水
路
）
で
も
小

水
力
発
電
設
備
の
設
置
を
計
画
し
て
お

り
、
更
な
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

※
本
投
稿
文
の
内
容
や
意
見
は
、
執
筆
者
個
人
に

属
し
、
農
林
水
産
省
の
公
式
見
解
を
示
す
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

理
費
な
ど

を
考
慮
し

て
、
最
も

経
済
的
と

な
る
縦
軸

カ
プ
ラ
ン

水
車
を
選

定
し
た
。

こ
の
施

設
の
特
徴

は
、
既
設

の
落
差
工

部
に
直
接
据
え
付
け
る
形
式
で
あ
り
、

新
た
に
水
圧
管
路
や
バ
イ
パ
ス
水
路
を

必
要
と
し
な
い
こ
と
、
落
差
変
動
へ
の

対
応
は
、
ラ
ン
ナ
ー
翼
を
自
動
で
可
変

操
作
す
る
と
と
も
に
、
流
量
変
動
へ
の

対
応
は
、
ガ
イ
ド
ベ
ー
ン
を
自
動
で
可

変
操
作
す
る
こ
と
に
よ
り
、
広
範
囲
の

流
量
変
化
に
追
従
し
た
発
電
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

五
．
工
事
概
要

小
水
力
発
電
設
備
建
設
工
事
（
揖
西

発
電
所
）
は
、
平
成
25
～
26
年
度
の
２

カ
年
国
債
工
事
と
し
て
、
平
成
25
年
９

月
に
着
手
し
、
水
車
・
発
電
機
等
の
製

作
を
順
次
行
っ
た
後
、
平
成
26
年
10
月

の
非
か
ん
が
い
期
か
ら
、
据
付
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

【
発
電
所
諸
元
】

①
発
電
方
式
：
流
れ
込
み
式
（
農
業
用

水
完
全
従
属
）、
②
落
差
：
最
大
総
落

差
３
・
65
ｍ
（
か
ん
が
い
期
）、
最
大

有
効
落
差
２
・
97
ｍ
（
想
定
）、
③
発

が
開
始
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
経
済
的
に

導
入
可
能
と
な
り
、
平
成
25
年
９
月
に

小
水
力
発
電
設
備
建
設
工
事
（
揖
西
発

電
所
）
に
着
手
し
て
い
る
。

三
．
発
電
場
所
の
選
定

小
水
力
発
電
設
備
の
設
置
に
際
し
て

は
、
①
発
電
に
有
利
な
落
差
が
確
保
で

き
る
こ
と
。
②
通
年
で
安
定
し
た
通
水

量
を
確
保
で
き
る
こ
と
。
の
条
件
に
適

し
た
場
所
を
検
討
し
、西
部
分
水
工（
揖

西
幹
線
水
路
）
を
選
定
し
た
。
西
部
分

水
工
で
は
、
堰
上
げ
に
よ
る
越
流
方
式

で
流
量
調
整
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
落

差
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
で

あ
る
。

四
．
水
車
形
式
の
選
定

西
部
分
水
工
は
、
他
の
農
業
水
利
施

設
と
同
様
に
、
落
差
及
び
流
量
と
も
に

期
別
毎
に
変
化
し
、
か
つ
、
変
動
幅
が

大
き
い
（
落
差
変
動
１
０
０
％
～

50
％
、
流
量
変
動
１
０
０
％
～
29
％
）

特
徴
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
水
車
形

式
は
、
落
差
及
び
流
量
の
変
動
に
対
応

で
き
る
性
能
を
持
ち
、
落
差
工
な
ど
既

存
の
施
設
と
の
取
り
合
い
や
維
持
管

一
．
事
業
概
要

国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
西
濃
用
水

第
二
期
地
区
は
、
岐
阜
県
の
南
西
部
に

位
置
し
揖
斐
川
の
左
右
岸
に
展
開
す
る

水
田
農
業
地
帯
で
あ
る
。
か
つ
て
本
地

区
の
か
ん
が
い
用
水
は
、
揖
斐
川
本
流

及
び
支
派
川
、
た
め
池
並
び
に
湧
水
井

に
依
存
し
て
い
た
が
、
水
源
が
不
安
定

な
た
め
、
渇
水
時
に
は
用
水
不
足
を
き

た
し
て
い
た
。
ま
た
、
取
水
施
設
の
老

朽
化
に
よ
り
維
持
管
理
に
支
障
を
き
た

し
、
地
区
内
用
水
路
の
未
整
備
、
基
盤

の
遅
れ
が
農
業
近
代
化
の
阻
害
要
因
と

な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
問
題
の
抜

本
的
対
策
と
し
て
、
揖
斐
川
上
流
の
横

山
ダ
ム
（
特
定
多
目
的
ダ
ム
）
に
水
源

を
確
保
し
、
前
歴
事
業
に
て
、
岡
島
頭

首
工
、
幹
線
水
路
等
が
新
改
築
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
造
成
後
約
30
年
が

経
過
し
、
利
用
環
境
の
変
化
や
老
朽
化

が
進
行
し
て
い
る
た
め
、
緊
急
性
の
高

い
施
設
の
改
修
を
現
在
実
施
中
で
あ
る
。

二
．
は
じ
め
に

本
地
区
に
お
け
る
小
水
力
発
電
設
備

導
入
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
平
成
21

年
度
小
水
力
発
電
技
術
強
化
対
策
事
業

に
よ
り
概
略
検
討
が
な
さ
れ
た
が
、
採

算
性
の
面
よ
り
導
入
は
困
難
と
判
断
さ

れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
発
生
し
た
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
を
契
機
に
「
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
特
別
措
置
法
（
２
０
１
１
年
８

月
）」、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定

価
格
買
取
制
度
（
２
０
１
２
年
７
月
）」
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